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  1959           1995   　
東金法人会の生い立ちと
社団化20周年までのながれ

　昭和24年、それまでの賦課課税制度から申告納税制度へと税制上画期的な改正が行われ

ました。自主申告という税意識の定着には、いまだ戦後の混乱期にあった我が国において国

民の生活は窮迫し、企業経営も混迷の状態にあり、様々な困難が伴いました。

　このような情勢の推移を憂慮し、税務協力の必要を痛感し改善を意図した民間有識者に

よって全国各地に法人会が設立され、当会もそのような趣旨のもと昭和25年2月会員250

社で山武法人会として発足しました。

昭和25年（1950）	 山武法人会として発足
昭和43年（1968）	 規約全文改正	8支部設立
昭和44年（1969）	 行政区域変更により土気町が千葉市に編入
昭和49年（1974）	 蓮沼支部を設立	会員670社	加入率50％突破
昭和50年（1975）	 社団法人	東金法人会	設立
	 源泉部会設立	4専門部会を設置（総務・財務・広報・指導）
昭和51年（1976）	 会報の発行開始
昭和53年（1978）	 建設部会設立
昭和54年（1979）	 地域別座談会（現税務座談会）開催	大網白里支部～青年部会設立
昭和55年（1980）	 婦人部会設立
昭和57年（1982）	 東金支部が細分化4支部となる。
昭和59年（1984）	 横芝支部が細分化3支部となる。
昭和60年（1985）	 社団化10周年
平成元年（1989）	 東金第1支部が細分化、東金全5支部となる。
平成２年（1990）	 大網白里5支部	成東2支部	に細分化。
　　　　　　	 社団化15周年	記念誌として「会員名簿」「郷土史跡めぐり」を発行
平成７年（1995）	 社団化20周年	記念誌として「20年の歩み」を発行
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社団化40周年を迎えて

　公益社団法人東金法人会が社団化40周年を迎える年となり万感の思いです。
　これもひとえに会員の皆様ならびに歴代の税務署長はじめ税務ご当局、関係官庁の皆様
のご指導・ご鞭撻の賜物であります。
　また、友誼団体の皆様のご協力、初代会長の大矢喜一様はじめ7代に亘る会長様方の多
大なるご尽力ならびにご精励の賜物で今がある訳でございます。
　改めてこの場をお借りして深く感謝申し上げる次第でございます。
　さて、ここで少し当会の生い立ちについてふれてみようと思います。
　昭和24年我が国は税制面で大きな改正がありました。従来の賦課課税制度から申告納
税制度が取り入れられ自主申告の定着には、いろいろ困難が伴い当時の生活は困窮し、企
業経営もままならない状況から民間有識者等によって、全国各地に法人会が組織され当
会は昭和25年2月10日に山武法人会（任意団体）として誕生し、この時の会員数は250社で
スタート、社団化となった昭和50年10月は815社、ピーク時は平成11年で2,308社、現在では、
2,000社弱で推移しております。会員の増減は経済状況等の変化に伴い近年では減少傾向
にあります。
　このような中で社団化40周年を一つの転換期と捉え、公益社団法人として組織の充実を
図り更なる会員増強に向け役員一同は勿論のこと、会員の皆様ならびに関係皆様にも引き
続きご協力の程よろしくお願い致します。
　我々中小企業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続いておりますが、法人会では、
企業経営に役立つ研修会、税制改正要望、会員向け福利厚生事業等、税を通して地域社
会に貢献する団体として、法人会の新たな理念である「法人会は税のオピニオンリーダーと
して企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し円滑に国と社会の繁栄に貢献する経営者
の団体である」ことを念頭に次の50周年に向け活動して参ります。
　結びにあたり、税務ご当局の皆様のご健勝と、会員企業の益々のご発展と会員皆様のご
活躍、ご健勝をご祈念申し上げご挨拶と致します。

公益社団法人	東金法人会

会 長　中 嶋　敏 夫
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四十周年に寄せて

公益社団法人	東金法人会

顧 問　小川　幸三郎

　社団化四十周年、誠におめでとうございます。十年一昔と申しますが、その四倍の月日・
日 を々護持育成に努められた役員さんを始め、多くの会員の方々に心から感謝を申し上げ
たいと存じます。
　四十年と申せば八十歳を過ぎた私にとりましては、人生楽しみ事に満ちた頃の年代、その
年代を法人会組織の中で過ごした事となり、思い出も多く、特に会員増強に、又、広報活動に
と、人と人との交流、地域郷土とのふれ合いも多く、豊かな人生の一遍となりました事に、深く
感謝申し上げます。
　さて、先日所用で小見川に参りました。その時、全く偶然にもかつて親しくしていた佐原法
人会の会長さんにパッタリお会いし、考えてみますと五～六年ぶりの再会でしたが、久しぶり
の再会に会話もはずみ、涼しくなったらゴルフ・お酒・旅行等再会を約して別れました。
　帰宅して夜分、銚子法人会の同期の会長さん宛に電話を致しますと既に佐原法人会の
旧会長さんより電話が届いており、話も早く相身互いに衆議一決楽しい約束が出来ました。
これも法人会のお陰です。
　さて、東金法人会の最大の特徴の一つに素晴らしい会員増強運動があります。
　しかし組織が拡大されますと一つの心配事が生じてきます。それは、会員数が増えると共
に情報が伝わりにくくなり組織が固定化され結果は、組織の動脈硬化です。幸いにも東金法
人会に於きましては、初代会長さんに大網白里町（現大網白里市）の大矢喜一さんを迎え、
そして二代目会長さんには幼い頃よりお祭りやら地域の催し事で大変お世話になった内山
善治郎さん。次が横芝の椎名弥一郎さん、私が法人会役員としてチョクチョク役員会等に出
席させて頂いたのは此の頃で、圧倒的に横芝の方々の団結力・ご活躍が素晴らしく目に映り
ました。
　続いて四代目会長さんに土屋康郷さん、そして蓮沼の川嶋久夫さん、東金勢小川・西川さ
んとなり、現在は大網白里市の中嶋会長さんに引き継がれ、組織としては固定化されず市町
を中心に持ち回りでスムーズに運営されていると思っています。
　時折、開催される他の会の会合でも法人会で顔馴染みの間柄ですと、やあ！やあ！と楽しく
親しく挨拶を交わす姿を拝見するに、意思の疎通がより一層図られ、それぞれの会の進展に
も大変寄与しているのではないかと思っています。
　人生に定年なし、そしてそれぞれボケと体の不自由さを感じたら引退
　老兵は死なず　只　消えゆくのみ
　四十年間ご活躍下さいました先輩各位
　特に、各委員長さん委員の皆様方に深甚なる感謝と敬意を表し閉じさせて頂きます。
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四十周年を迎えて

　公益社団法人東金法人会が本年度、社団化四十周年を迎えられた事に心よりお祝い申
し上げます。
　歴代会長、役員、会員の皆様と税務機関のご指導と法人会を応援して頂いている諸機関、
団体の皆様に心より感謝申し上げます。
　吾が法人会の歩みの中で特に感じることは、会員増強活動を通しての会員意識の高揚と
税務行政への関わりの重要性、更に各種交流事業を通しての会員間の情報交換そして、自
企業の存続、発展につなげて行く活動、応用力ではないでしょうか。
　思い起こせば私が組織委員長を勤めさせて頂いた時の会長は、（故）土屋元会長でした。
土屋さんは、県の組織委員長を拝命しておりました。当時、県の目標を150％超えて金賞受賞
の常連法人会は、銚子、柏、館山、茂原、船橋、そして東金でした。最近の十年間を見ると銚
子、茂原、柏、東金が圧倒的です。
　毎年エンドレスで続くであろう会員増強活動金賞受賞の常連法人会は、それぞれのやり
方で活動しております。吾が東金法人会の金賞受賞の方程式は、会員増強推進会議を何
度も開き、汗を流して会員一人一人の意識の高さによる物と思っております。
　東金法人会の誇れるこの伝統をこれからも会員の皆様のお力で、是非とも永遠に続きま
すように祈念すると共に公益社団法人東金法人会の益々のご繁栄を念じ、雑文ですが思い
を込めたご挨拶文と致します。

公益社団法人	東金法人会

顧 問　西川　泰雄
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社団化40周年記念を祝して

一般社団法人千葉県法人会連合会

会 長　大 岩　哲 夫 

　公益社団法人東金法人会におかれましては、社団化40周年を迎えられましたことは誠にお
めでたく、先ずは衷心よりお祝い申し上げます。
　この度の社団化40周年記念誌の発刊は、前回社団化20周年時に記念誌を発刊して以来
20年振りの企画であり、これまでの“歴史”を振り返って見るには大変意義深いことであり、改め
てこの記念事業に携わる関係各位には深く敬意を表する次第でございます。
　さて、貴法人会は、昭和25年2月に山武法人会として発足され、昭和50年10月には社団化を
組織し、今般の公益法人制度改革に伴い、平成25年4月より公益社団法人として新たなスター
トを切ったところですが、社団化後40年の永きにわたり、現中嶋会長を始めとする役職員はも
ちろんのこと、社団化後の初代大矢会長から歴代の役職員の皆様方が一丸となって、税務知
識の普及や活発な社会貢献活動、あるいは組織の拡大等にご尽力され、東金地域を地盤と
する大法人会にまで育て上げられました。これまで組織を築き上げられた諸先輩方の活動は、
他の法人会にも大きな影響を与えたところです。
　法人会は、創設以来、税に軸足を置いた団体として、申告納税制度の確立に寄与する「健
全な納税者の団体」として、税務当局との連携を図りながら税知識の普及や納税意識の高揚
に資する活動などを広く展開してまいりました。
　今、我が国は、強い日本経済の再生を目指す経済政策が一定の効果を上げ、景気回復基
調にあるものの、地域経済と雇用の担い手である中小企業までには、その効果が十分浸透し
ているものとは実感に乏しく、引続き厳しい経済環境が続いているのが実情です。
　法人会としましては、こうした厳しい経済環境に対処しながら、新公益法人制度の趣旨を踏
まえ、運営面ではより高次なガバナンスの確保を図っていくとともに、事業面では、「租税教育活
動」や「税の絵はがきコンクール」の開催による啓発活動、また、国税当局のe-Taxや県当局が
推進しているeLTAXの普及促進等を通じ、“税”を中心とした公益性の高い事業活動を推進
すること、更には、来年度から実施となるマイナンバー制度の周知活動といったことにも注力し、
これまで以上に社会に貢献していく必要があるものと考えております。
　貴法人会におかれましても、引続き、法人会活動の更なる充実を図り、会員相互のコミュニ
ケーションの拡大や広く社会に貢献する団体として一層ご活躍されることを期待しております。
　終わりに当たり、公益社団法人東金法人会の益々のご発展と会員の皆様方のご隆盛を心
から祈念いたしまして社団化40周年のお祝いの言葉といたします。
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社団化40周年を祝して

　公益社団法人東金法人会の会員の皆様、「社団化40周年」誠におめでとうございます。税
務行政に携わるものとしまして、誠に感銘深いものがあり、心からお喜び申し上げます。
　皆様方には、常日頃から税務行政の円滑な運営につきまして、深いご理解と多大なご協力
を賜っておりますことを、この誌面をお借りいたしまして、厚く御礼を申し上げます。
　顧みますと、貴会は、民主的な税務行政制度を旨とするシャウプ勧告が行われた昭和25年
2月に山武法人会として会員250社で発足し、以来、納税道義の高揚と税知識の普及を目的と
する団体として活動されまして、昭和50年10月に社団法人東金法人会として社団化を達成さ
れ、平成25年4月には、公益社団化されました。
　今年度、社団化40周年という記念すべき年を迎えられましたが、一口に40年と申しましても、
高度成長期が終焉した昭和50年代以降、時代が大きく変化する中で、会員の皆様のご労苦
がどれほど大変なものであったか、想像に難くありません。
　貴会の活動内容を振り返ってみますと、税を通じた社会貢献、地域社会に密着した活発な
各種事業を展開されてこられました。特に、各種研修会の開催、女性部会主催の「税に関する
絵はがきコンクール」の開催、青年部会主催の小学生を対象とした「租税教室」の開催、税を
考える週間での街頭広報活動など、様 な々素晴らしい活動を継続されておられます。
　これも、ひとえに中嶋会長をはじめ歴代の会長、役員、会員の皆様並びに事務局の方々の
永年にわたるご労苦の賜物であり、ここに深く敬意を表する次第でございます。
　最近の税務行政を取巻く環境は、国際化・高度情報化などの経済・社会構造の複雑化や多
様化に加え、制度面でも、国税通則法や消費税法の改正や近く導入が予定されております社
会保障・税番号制度いわゆるマイナンバー制度など、大きく変化を見せております。
　このような状況の中で、私どもの使命であります「適正・公平な課税の実現と信頼される税
務行政の推進」に向けて、納税者の方々の理解と信頼を得ていくためには、私どもの力だけで
は、到底なし得るものではなく、貴会のお力添えが、一層、不可欠でございます。今後とも、更な
るご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、公益社団法人東金法人会の益々のご発展と会員の皆様のご健勝並びにご
事業のご繁栄を祈念いたしまして、私のお祝いの言葉とさせていただきます。

東金税務署

署 長　加 藤　正 人
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社団化40周年をお祝いして

　公益社団法人東金法人会が社団化40周年を迎えるに当たり、一言お祝いを申し上げます。
　貴会におかれましては、長年、納税協力団体として県の税務行政に対し格別のご理解とご
協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　貴会は、第一次石油危機直後の経済的混乱のさ中社団法人に移行し、これまで数々の経
済の浮沈に遭遇しながらも、地域振興の旗手として歴代の会長様をはじめ役員の皆様のご努
力により、地域の発展を支えるとともに会員の増強を図り、現在、会員数はおよそ2,000社の組
織へと発展を遂げられました。
　ここに40周年を迎えられましたことは誠に喜ばしく、心からお祝いを申し上げます。
　山武地域は、圏央道木更津・東金間の開通により首都圏各地への交通アクセスが格段に
向上し、東金有料道路や早期開通が望まれる圏央道横芝・大栄間を合わせた交通ネットワー
クの拡大により、人と物の流れの活発化とともに地域経済はさらなる発展が期待され、この牽
引役である貴会の活動はますます重要となってまいります。
　今後とも、地域社会を支え親しまれる心強い団体として、企業の発展と地域振興に貢献され
ますことをご期待申し上げます。
　さて、本格的な人口減少社会を迎え、特に社会経済の基盤となる生産人口の減少は様 な々
分野に影響を与え、労働力不足による経済力や国際競争力、さらに生活水準の低下などが指
摘されているところであります。
　千葉県では、急激な人口減少の歯止めと地域経済の活性化を図るため、地方創生「総合
戦略」のもと、2020年の東京オリンピック・パラリンピックを契機とした『世界中から人々がやってく
るCHIBA』づくりと、「地方創生の実現に向けた千葉作り」の２つの戦略を着実に推進し、新し
い人の流れによる地域経済の活性化と、安全で安心して暮らせる環境を実現させ、次世代に
誇れる魅力あふれる千葉を「オール千葉」の体制で作り上げていくこととしております。
　これら未来への投資財源は、県財政の根幹をなす県税収入が担うところであり、その確保
が極めて重要となってまいります。
　税務に携わる者といたしましては、最大限の税収確保が図れるよう、県民の皆様の期待と
信頼にこたえられる適正かつ公正な税務行政を推進し、その使命を果たす所存でありますの
で、貴会におかれましても、より一層のご協力をお願い申し上げます。
　結びにあたり、公益社団法人東金法人会が社団化40周年を機に、ますます発展されますと
ともに、会員の皆様のご健勝と事業のご繁栄を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせ
ていただきます。

千葉県東金県税事務所

所 長　小 谷　益 己
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014    

社団化40周年を祝して

　このたび公益社団法人東金法人会が社団化40周年を迎えられましたことを心からお祝い
申し上げます。また、日頃より貴法人会の皆様方には、税務行政はもとより、市行政の各般にわ
たり、ご支援ご協力を賜っておりますことに深く感謝を申し上げます。
　貴法人会におかれましては、昭和50年10月に社団法人として設立以来、良き経営者を目指
す者の団体として、会員の皆様の積極的な自己啓発と納税意識の高揚により、企業経営及び
社会の健全な発展に寄与され、地域の振興と美しい社会づくりに多大な御貢献をいただいて
おりますことに対し深く敬意と感謝の意を表します。
　さて、我が国の経済情勢は、「アベノミクス」の経済政策によって、景気に明るさが見え始め、
株価上昇や過度な円高の是正等、好転の動きも出てきています。しかしながら、デフレから本
格的に脱却し、日本経済が成長軌道に乗れるか否かについては、引き続き注視が必要であり、
全国津々浦々にまで景気回復を実感できるには、まだ時間がかかるものと思われます。
　本市としては、人口減少・超高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し、この地域が
持つさまざまなポテンシャルを生かし、自立したまちづくりを継続するとともに、魅力と活力ある積
極的なまちづくりに取り組んでまいります。
　とりわけ、地域から大きな期待と関心が寄せられている「地域医療の充実」「子どもたちの
安全安心」「地域産業の振興」「地域公共交通の充実」「協働のまちづくりの推進」を重点施
策として、次世代の若者が住みたくなるまちづくりを進めてまいります。
　また、「地域産業の振興」については、産業交流拠点施設「みのりの郷　東金」を核として、
地域を支えてくださる多くの皆さんと共に、農商工及び観光の強力な連携により、地域経済の
再生と将来の飛躍に向けて、より積極的な産業行政を推進してまいりたいと考えておりますの
で、貴法人会におかれましても、本地域の振興につきまして、更なるご支援ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人東金法人会の益々のご発展と、皆様方のご健勝とご活躍を心から
祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

東金市役所

市 長　志 賀　直 温



− 8 − − 9 −

　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014    

社団化40周年をお祝いして

　公益社団法人東金法人会が、社団化40周年を迎えられましたことに、心から
お祝い申し上げます。
　東金法人会は、昭和25年に山武法人会として始まったとお聞きしました。戦後
の動乱期を知らない者にとって、法人会発足に関わった方々のご苦労は計り知れ
ないものであったと思います。そして激動の時代を乗り越え、社団化40周年を向
かえられますことは、歴代の役員並びに会員の皆様の情熱と行動力の賜物であ
ると深く敬意を表する次第であります。
　貴法人会におかれましては、地域社会貢献活動や正しい税知識の普及を図
るため、各種研修会や講演会を開催されているほか、租税教育にも積極的に取
り組まれ、各委員会・部会が活発に事業活動を展開されております。特に会員増
強につきましては、常に高い目標を掲げ、高い実績を上げられていることは、他の
法人会のみならず、各団体の模範となるべきものと思っております。
　さて、我々税理士は税務の専門家として法令に基づく的確なアドバイスや適正
な税務申告業務を行うことはもちろんですが、企業の存続と発展を願い、企業に
求められる知識や情報を提供していくことも役割の一つと考えます。中小企業を
取り巻く経営環境は時々刻 と々変化しており極めて厳しい状況にあります。今後も、
企業の期待に応えられるよう自己研鑽に励み努力してまいります。
　税理士会東金支部は「税務協力団体との信頼関係を深める」を基本方針の
一つに掲げております。今後とも良好な関係を保ち、互いに協力し地域社会の発
展の為に貢献していきたいと思っております。
　会員の皆様には、記念すべき社団化40周年を契機とされ、更なるご活躍をご
期待申し上げます。
　終わりにあたり、公益社団法人東金法人会のますますのご発展、会員の皆様
方のご健勝並びに事業のご繁栄を祈念申し上げまして、お祝いの言葉とさせて
いただきます。

千葉県税理士会

東金支部長　曲 山  　博
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　昭和50年の社団化から平成6年の20周年までは、
東金法人会にとって組織成長の時代であったと思わ
れます。
　専門委員会が設置され、青年部会と女性部会が誕
生し、活動範囲に広がりが出てきました。また、会員の
意識向上とともに会員増強運動も好成績を果たし、支
部の細分化を呼ぶまでになりました。
　その後の20年は成熟の時代と言っていいでしょう。
中小企業にとって楽ではありませんでしたが、様々な
面で変化の激しい時代でもありました。
　携帯電話の普及から、通話機器の域を超えたインフ
ラになった時代を背景に、社団法人から公益社団法人
へと変貌を遂げ、より高い意識を求められて活動の場
を広げる組織となりました。この激動の20年をふりか
えりましょう。

平成7年（1995）～平成26年（2014）

20年間のあゆみ
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平成7年（1995）の主な出来事

《社会の出来事》
■阪神・淡路大震災
■地下鉄サリン事件（13人が死

亡、5,510人が重軽傷）
■野茂が米大リーグで活躍 
　新人王も獲得
■PHSサービス開始
■九州自動車道が全線開通し、青

森 - 鹿児島・宮崎間が高速道
路によって結ばれる

■Windows 95発売
■ゆりかもめ開業
■イチローの活躍でオリックスが

リーグ優勝
■高速増殖原型炉「もんじゅ」事

故発生

《社会の出来事》
■アトランタ・オリンピック開催
　（金3、銀6、銅5）
■病原性大腸菌「O-157」による

食中毒が全国各地で発生
■羽生善治が史上初、将棋のタイ

トル七冠独占を達成
■東京ビッグサイト（東京国際展示

場）が開場
■「Yahoo! JAPAN」がサービスを

開始
■海の日施行
■東京臨海高速鉄道りんかい線

新木場駅～東京テレポート駅開
業

■複合商業施設キャナルシティ博
多オープン

■芸術家の岡本太郎が死去
■藤子・F・不二雄が死去
■東京オペラシティが完成
■ロフト設立

　8年前の「千葉県東方沖地震」を大きく超える被害に、会員皆が心を痛めました。
　この大惨事に不幸にも犠牲となられた方々に衷心よりご冥福をお祈り申し上げ、1日も早
い復興を応援しました。

　4代会長土屋康郷氏が東京国税局長感謝状を授与されました。
　また、以下7名の方々が東金税務署長感謝状を授与されました。
　　青木　　誠氏　大木　勇氏　川島　　　氏　椎名鐐一郎氏　
　　真行寺佐一氏　野島貞夫氏　渡辺ミチ子氏

　平成9年春に開業満100年を迎える成東駅にちなみ、総武本線敷設の礎を築いた成東の
安井理民氏の業績を紹介。

 
 

　最低資本金制度の導入に伴い、法人会の会費も改定。その中で、同一代表者による複数
入会の会員を最大資本金会員1社以外を、「特別会員」として会費負担を軽減する制度で
す。

　組織委員長　西川泰雄氏のもと全支部の意識が高まりました。実績115社、県法連のノル
マ38社の純増目標でしたので、３０３％の達成率となりました。

　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014    

平成8年（1996）の主な出来事

土屋康郷氏

100年前の総武鉄道の機関車（成東町）  会報96号より

阪神大震災に日赤千葉県支部を通じて義援金を拠出

青色申告制度 施行45周年記念事業に際して

郷土史跡名所めぐり「成東駅開設100周年」を迎えるにあたり

宀君

特別会員制度を新設

平成8年度会員増強活動　目標達成率303％
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平成9年（1997）の主な出来事

平成10年（1998）の主な出来事

　「地域社会貢献運動」の一環として「しあわせパスポート事業」を推進。2200社余りの会
員の代表者を紹介者として婚活をプロデュースしました。

 
　手作り(編み物)の慰問品「幸せのベル」を500個、全会員の協力により作成。クリスマス
前に配布することができました。（千葉日報11/25に掲載されました。）

　社団法人東金法人会会長 土屋康郷氏 国税庁長官表彰を受彰

　平成9年度に実施した地域社会貢献活動事業により表彰されました。

　4/24の理事会にて細分化が決定。5/18の支部総会において3分割し、東金第3支部、
第6支部、第7支部が誕生しました。

《社会の出来事》
■消費税率を５％に引き上げ
■フジテレビが東京都港区台場の

新社屋から本放送開始
■大阪ドーム完成
■ナゴヤドーム完成
■山一證券破綻
■東京湾アクアライン開通
■岡山自動車道が全線開通
■磐越自動車道が全線開通
■臓器移植法施行

《社会の出来事》
■冬季長野オリンピック開催
■第16回サッカーＷ杯仏大会に

日本が初出場
■横浜ベイスターズが38年ぶりに

日本一
■映画「タイタニック」ブーム
■和歌山毒物カレー事件発生
■Windows 98発売
■明石海峡大橋が開通（全長

3911mで世界最長のつり橋）
■横浜高校の松坂大輔投手が、

高校野球の決勝戦でノーヒット
ノーランを達成

■横浜ベイスターズが38年ぶりの
セ・リーグ優勝

■郵便番号7桁化
■アントニオ猪木がドン・フライと引

退試合
■X-JAPANのギタリストhideが永

眠
■映画監督の黒澤明が死去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014  

土屋夫妻

「しあわせパスポート推進委員会」の発足

女性部会の社会貢献活動　幸せのベルで老人ホーム慰問

土屋康郷氏表彰

社会貢献活動で表彰

東金第 3 支部が細分化　東金第 1 ～第 7 支部となる

○ふる里史跡めぐりハイキング
　東金地区第1、第2、第3支部合同
○植樹と講演会
　大網白里地区5支部合同
○“しあわせのベル”（老人ホーム慰問）
　女性部会
○若人に出合いの場を提供する運動
　“しあわせパスポート”（全域継続中）
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平成11年（1999）の主な出来事

《社会の出来事》
■地域振興券（2万円の商品券）

を政府が子供老人に支給
■石原慎太郎が東京都知事に
■ダイエーが26年ぶりパ・リーグ優

勝
■上信越自動車道が全線開通
■ミレニアムのカウントダウンが世

界各地で催される
■GLAYのライブで幕張メッセに

20万人を動員
■携帯電話・PHSの電話番号11

桁化
■ジャイアント馬場死去

《社会の出来事》
■シドニーオリンピック開催
　（金5　銀8　銅5）
■ハッピーマンデー制度が初めて

成人の日に適用される
■白川英樹名誉教授がノーベル

化学賞を受賞
■iモードブーム（出会い・着メロ・待

ち受け等）
■イチローが野手として日本人初

の大リーガーとなる
■三宅島噴火で全島民避難
■サザンオールスターズの「TSUNAMI」

がCDシングル歴代売り上げ1位に
■新紙幣2000円札発行
■新五百円硬貨発行
■四国4県を結ぶエックスハイウェ

イが完成
■日本初の「ディズニーアンバサ

ダーホテル」がオープン
■みずほフィナンシャルグループ発

足（日本初の銀行持株会社）
■BSデジタル放送開始

　2/1　大網、東金、成東、横芝の各駅で「東京駅広域還付申告センター」のPRのため街頭
広報活動を行いました。

　東金女子高等学校のパソコンルー
ムにて、30名を超える参加者をもって
行われました。中級コースでは会計処
理と名簿管理の実習をマイクロソフト
のエクセル97を使って表計算やグラフ
の作成を学びながら行いました。

　1部の税務署の統括官による「領収書」についてのセミナーに続いて2部では九十九里浜
での地曳網を体験しました。

　昭和55年、㈳東金法人会横芝支部婦人部として誕生以来名称を重ね、積極的に活動を続
けてめでたく20年を迎え、5/17サンライズ九十九里にて式典を挙行しました。

　平成12年度の納税表彰式が11/29東京赤坂
プリンスホテルにて挙行され、土屋会長が長い
間の税務行政への貢献が認められ、大蔵大臣
表彰の栄に輝きました。

　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014    

平成12年（2000）の主な出来事

青年部会が街頭広報活動

パソコン講座

青年部会アウトドアセミナー

女性部会創立20周年記念式典

4代会長土屋康郷氏　大臣表彰
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平成13年（2001）の主な出来事

平成14年（2002）の主な出来事

　研修関係部門と福利厚生関係部門を一括して担当していたそれぞれの事業活動の内容
充実を図るべく、「研修委員会」と「厚生委員会」に分割し、別々の委員会として事業活動し
ていくこととなりました。

　平成１3年度の会員増強運動で全支部が挙って好成績で入賞を果たした九十九里ブロッ
クに対し、5代川嶋会長より創立以来初の「特別賞」が授与されました。

《社会の出来事》
■東京ディズニーシーグランド開

園
■ユニバーサル・スタジオ・ジャパ

ン開園
■小泉内閣発足
■日本の皇室にて愛子内親王誕

生
■国内で初の狂牛病発症
■家電リサイクル法施行
■ＪＲ東日本の新タイプ定期券
　｢Ｓｕｉｃａ｣登場
■湘南新宿ライン運転開始
■アメリカ同時多発テロ事件
■埼玉スタジアム完成
■札幌ドーム完成
■ウィキペディアが発足

《社会の出来事》
■ソルトレイクシティオリンピックが

開幕
■2002 FIFAワールドカップ開幕
■住民基本台帳ネットワーク稼働
■多摩川にアゴヒゲアザラシのタ

マちゃん出現
■UFJ銀行誕生
■小柴昌俊がノーベル物理学賞

受賞
■田中耕一がノーベル化学賞受

賞
■名古屋市に大型複合施設オア

シス21がオープン
■全国初の歩きタバコ禁止条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東金法人会	20年間の歩み1995 −2014  

土屋康郷氏

九十九里ブロックが会員増強運動で「特別賞」を受賞

女性部会 柳家金三師匠の講演に感動（6/8 県法連合同講演会）

土屋康郷顧問勲五等を叙勲

事業委員会を分割
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平成15年（2003）の主な出来事

《社会の出来事》
■宮崎駿監督「千と千尋の神隠し」

が第75回アカデミー賞長編アニ
メ映画賞を受賞

■郵政事業庁が日本郵政公社に
■オレオレ詐欺が横行
■六本木ヒルズがグランドオープン
■小惑星探査機「はやぶさ」打ち上げ
■地上デジタルテレビ放送が東京、

大阪、名古屋で開始
■朝青龍が第68代横綱に昇進
■さいたま市が政令指定都市に移行
■鳥インフルエンザ感染発生

《社会の出来事》
■新潟県中越地震（死者68名）
■アテネ五輪で日本選手大活躍、メ

ダル最多の37個
■日本で新紙幣発行（1万円札が

福澤諭吉、5千円札が樋口一葉、
千円札が野口英世）

■九州新幹線新八代駅～鹿児島
中央駅間が開業

■性同一性障害特例法が施行
■消費税の内税（総額）表示の義

務化
■市町村合併により7府県で11市

が誕生
■シアトル・マリナーズのイチローが

シーズン最多安打記録を84年ぶ
りに更新

《社会の出来事》
■日本プロ野球セ・パ交流戦が開幕
■愛知県で「愛・地球博」が開幕
■JR福知山線脱線事故
■宇宙飛行士野口聡一がスペース

シャトル「ディスカバリー」で宇宙
へ

■エクスプレス線（東京・秋葉原駅
～茨城・つくば駅間）が開通

■ディープインパクトが三冠制覇を
達成

■日本の人口が1899年の統計開
始以来初の自然減

　「税についての作文」で、山武南中の
大嶋 克明さんが東金税務署長賞・全国
納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞

　千葉県法人会連合会と傘下14法人会が協調し、新潟県法人会を通じ、義援金をお送りい
たしました。
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平成16年（2004）の主な出来事

平成17年（2005）の主な出来事

「僕達の日常生活を
　　　　　　支える税」
山武町立 山武南中学校
大嶋克明さん

　スポーツプラザにて（財）修養団 伊勢道
場 道場長 中山靖雄氏を講師にお招きし、

「ひろやかな心」をテーマに講演していた
だきました。大変好評でした。　

　南房総方面 平成16年度の青年部会千葉県部会長は、
当会の森川 忠氏でした。

女性部会
県法連女性連協視察研修参加

青年部会
「第２回 千葉県サミット」に参加

九十九里ブロック会員増強運動で
「特別賞」を連続受賞

蓮沼支部 商工会と共催で講演会

「新潟中越地震」被災者に義援金を送る

「税についての作文」で受賞
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平成18年（2006）の主な出来事

平成19年（2007）の主な出来事

　平成18年1月25日　東金文化会館に於いて、社団化30周年記念式典が行われました。

　青年部会・社会貢献推進委員会
による「九十九里浜全域清掃大作
戦」に参加

《社会の出来事》
■携帯電話の番号ポータビリティ

制度開始
■トリノ冬季オリンピック開幕
■第1回ワールド・ベースボール・ク

ラシック（WBC）が開幕
■2006 FIFAワールドカップ開催
■各地で大雪による被害
■神戸空港が開港
■表参道ヒルズがオープン
■日本の65歳以上の人口率が世

界最高、15歳以下の人口率が
世界最低に

■亀田興毅が10代でWBA世界
王者に

■ライブドアの堀江貴文社長が証
券取引法違反容疑で逮捕

《社会の出来事》
　■第1回東京マラソン開催
■ＮＴＴドコモがパケット定額制サー

ビスを開始
■東京ミッドタウンが開業
■赤ちゃんポストの設置を認可
■43年ぶりとなる全国学力調査

実施
■新潟県中越沖地震が発生
■Googleが携帯電話専用検索エ

ンジン提供開始
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「広い視野で向き合う」
山武市立松尾中学校
杉田知弥さん

　東金法人会員が割引協賛店を利用する
時、会員証を提示すると、様々な特典が受
けられます。現在も行われている制度で
す。

 togane-h@amber.plala.or.jpを開設。

　「税についての作文」で、松尾中の杉田 
知弥さんが東京国税局長賞を受賞

e-Tax（国税電子申告・納税システム）スタート
「e-Tax研修会」開講

（医）静和会 浅井病院 人間ドッグ
補助制度の新設（年間100名まで）

メールアドレス開設

「税についての作文」で受賞 会員割引制度がスタート

「九十九里浜全域　清掃大作戦」に参加

社団化30周年記念式典・記念誌発行
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平成20年（2008）の主な出来事

《社会の出来事》
■北京オリンピック開幕
　（金9、銀6、銅10）
■タクシーの全面禁煙化が始まる
■東京地下鉄副都心線 池袋駅 - 

渋谷駅開業
■小林誠・益川敏英・南部陽一郎

の３名がノーベル物理学賞受賞
■阪急西宮ガーデンズが開業
■岐阜県に、国内最大級となるダム
（徳山ダム）が完成

■複合施設赤坂サカスがグランド
オープン。

《社会の出来事》
■鹿児島市の桜島が爆発的噴火
■MAZDA Zoom-Zoom スタジア

ム広島完成
■第1回目の大型連休（ゴールデ

ンウィーク）
■国際宇宙ステーションで日本が

担当する実験棟「きぼう」が24
年かけて完成

■裁判員制度による初の裁判が
始まる

　「税についての作文」で、芝山中の
宇井 春菜さんが全国納税貯蓄組合連合会
会長賞を受賞

URL http://www.togane-hojinkai.or.jp
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平成21年（2009）の主な出来事

「税について」
芝山町立芝山中学校3年 
宇井春菜さん

「未来への希望」
東金市東金中学校3年 
積田朋美さん

　「税についての作文」で、東金中の積田 
朋美さんが東金法人会会長賞を受賞　　

「税についての作文」で受賞

ホームページ開設

当会顧問 小川 幸三郎氏　国税庁長官表彰を受賞

会員増強運動 県法連目標５年連続200％達成

ゲゲゲの鬼太郎「税ってなんだ？」
のマンガ本 ５千部配布

民生委員を通じて独居老人に
「連絡メモ」を寄贈

「防犯フラットホイッスル」を管内
小学校低学年に、約６千個を贈呈

「税についての作文」で受賞
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平成22年（2010）の主な出来事

《社会の出来事》
■バンクーバー五輪開催
　（銀3、銅2）
■サッカーワールドカップ南アフリ

カ大会で日本大健闘のベスト
16

■日本年金機構が発足
■芥川龍之介賞には磯崎憲一

郎、直木三十五賞に北村薫が
選ばれた

■小惑星探査機「はやぶさ」が地
球に帰還

■新国際線ターミナルが供用開
始、羽田空港国際線ターミナル
駅が開業

■高速道路一部無料化始まる
■各地で猛暑、熱中症患者相次ぐ
■東北新幹線　八戸・新青森間

開通

《社会の出来事》
■マグニチュード9.0の東日本大震

災発生　死者・行方不明者数
は2万人以上

■児童養護施設に匿名で寄付を
行う「タイガーマスク運動」が全
国に広がる

■任天堂初の3D携帯ゲーム機
「ニンテンドー3DS」発売

■ジャスコとサティが、一部店舗を
除き、イオンの名称に統一される

■東北新幹線で新幹線E5系電
車がデビュー　最速列車「はや
ぶさ」運行開始

■上野動物園の2頭のジャイアン
トパンダ、「リーリー」と「シンシ
ン」の公開を開始

■小笠原諸島がユネスコ世界自
然遺産に登録

■2011 FIFA女子ワールドカップ
ドイツ大会で、サッカー日本女子
代表が初優勝

■地上デジタル放送に完全移行
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平成23年（2011）の主な出来事

「税金について考えたこと」
横芝光町立横芝中学校1年
小林由花さん

女性部会
今井 正江部会長

青年部会
守屋 雅博部会長

中嶋夫妻

　「税についての作文」で、横芝中の小林 
由花さんが東金税務署長賞・全国法人会連
合会長賞を受賞

　以降、毎年各市町に寄贈しています。

チャリティーボウリング大会・ゴルフ大会
　の募金で、東金市に「AED」を寄贈

当会女性部会創立30周年
記念式典 開催

東金第１支部により、八鶴湖畔に
桜の植樹が行われた

青年部会
さんむ5,000本植樹祭へ参加

八鶴湖畔木道の補修工事を行う

当会青年部会創立30周年
記念式典 開催

中嶋　敏夫副会長
黄綬褒章受章

「税についての作文」で受賞
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平成24年（2012）の主な出来事

《社会の出来事》
■格安航空会社ピーチ・アビエー

ション、ジェットスター・ジャパンが
初就航

■NTTドコモ PDCによる携帯電
話サービスmova終了

■渋谷駅東口に駅直結の複合商
業施設「渋谷ヒカリエ」が開業

■東京スカイツリーが開業
■ロンドンオリンピック開催、史上

最多のメダル獲得
■東京電力の家庭向け電気料金

が値上げ
■レスリングの吉田沙保里が国民

栄誉賞受賞
■ノーベル生理学・医学賞に京都

大学教授山中伸弥が受賞
■マイクロソフトのOS「Microsoft 

Windows 8」発売

《社会の出来事》
■新石垣空港が開港
■東京メトロと都営地下鉄でメール

やインターネット接続が使用可能
■JRグループのオレンジカードが

販売終了
■東京銀座にて歌舞伎座新開場
■長嶋茂雄と松井秀喜に対する

国民栄誉賞授与式挙行
■テレビ放送における東京スカイツ

リーからの本放送開始
■富士山が世界文化遺産に登録

される
■横浜みなとみらい地区で最大級

となる商業施設「MARK IS み
なとみらい」開業

■田中将大が日本プロ野球新記
録の開幕から16連続勝利投手

■高知県四万十市で、日本国内
観測史上最高気温となる41.0
度を観測

■JR九州が豪華寝台列車『なな
つ星in九州』の運行を開始

■出雲大社と伊勢神宮がそろって
遷宮
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平成25年（2013）の主な出来事

講師 藤井絢子氏

藤井　絢子氏 講演会開催
「時代の大転換期」

会報名を「つくも」に変更

パソコン研修　 観光振興について、
東金市から表彰を受ける

女性部会 フラダンスでの
老人施設等の慰問スタート

女性部会による「税に関する
絵はがきコンクール」参加

　社会貢献活動として、毎月１回の練習を
重ね、東金市の芙蓉荘で発表をしました。

ー食とエネルギーの自立で地域活性をー
　九十九里中央公民館に於いて、大網白
里・九十九里ブロック主催の講演会を開催
しました。

　大網白里町の産業祭で紙芝居・○×税金
クイズ・一億円持ち上げ体験等を行いまし
た。

　公益社団法人としての設立総会を、東金文化会館で行いました。

青年部会による第１回租税教育活動　

公益社団法人 東金法人会 第１回定時総会開催

千
葉
県
法
人
会
連
合
会
長
賞

大
網
白
里
市
立
大
網
東
小  

日
比 

華
妃
さ
ん

東
金
税
務
署
長
賞

東
金
市
立
東
小  

三
上 

仁
衣
奈
さ
ん

　ブログ・ツィッター・フェイスブック・ホーム
ページ作成など、この20年間で研修の内容
がだいぶ変わってきました。
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平成26年（2014）の主な出来事

《社会の出来事》
■あべのハルカスが完成し、日本

一高いビルとなる
■ソチ冬季五輪開催、金1個、銀4

個、銅3個獲得
■宇宙飛行士の若田光一が日本

人初の国際宇宙ステーションの
船長に就任

■昼の長寿番組『笑っていいと
も!』が放送終了

■消費税が5%から8%に増税
■ブラジルW杯開催、日本はグルー

プリーグ敗退
■AKB48握手会傷害事件が発

生
■高円宮家二女の典子女王と出

雲大社神職千家国麿が婚約
■富岡製糸場が世界文化遺産に

登録
■御嶽山が7年ぶりに噴火し、50

人以上が死亡
■赤崎勇・天野浩・中村修二の3

人がノーベル物理学賞を受賞
■Appleの最新スマホiPhone6発

売
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山武ブロックによる植樹

橋本　五郎氏 講演会
「どうなる 日本の政治と経済」

山武ブロック
山武サマーカーニバル参加

青年部会 東陽小学校での
租税教育活動を実施

岩田　公雄氏 講演会
「テレビ報道の最前線に身をおいて」

第20回 
チャリティーゴルフ大会 開催

税を考える週間
街頭キャンペーン

　45年ぶりの大雪となった２月９日、悪路
の中、東金文化会館に大勢の方が集まって
下さいました。

　猛暑の中、開催地である蓮沼海浜公園
で、『いちごプロジェクト』で使用されてい
る『節電うちわ』を配布しました。

　租税の意義や役割を子供達に正しく理
解してもらい、社会の一員としての自覚
が育つことを目的とし、税に関するアニメ
DVDの放映や税金クイズを行いました。

　第２回定時総会終了後、東金商工会館に
於いて、特別講演会が開催されました。

　大網白里市のヌーヴェルゴルフ倶楽部
において、チャリティーゴルフ大会を開催
しました。 ご協力頂きました募金で、AED
を芝山町に寄贈しました。

　毎年、『税を考える週間』に、大網白里市
や東金市のショッピングセンター、各市町
の産業まつり等で街頭キャンペーンを行っ
ています。

　山武市の成東小と緑海小に桜の植樹をしました。
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AF法推-2015-0025-1508022 6月10日

千葉総合支社
〒260-0028 千葉県千葉市中央区新町1000番地 センシティビルディング11F

「さらなる飛躍への挑戦！」
　～地域やお客様の成長・発展を目指して～

東金支店
東金市東金1050番地
TEL（0475）52-4131
　
芝山支店
山武郡芝山町小池1127-1
TEL（0479）77-1415

http://www.shinkin.co.jp/chibaskb/

              （NPO法人）全国GIS技術研究会員

本 社 〒299-3251 千葉県大網白里市大網652-3
 TEL0475（72）2121㈹ FAX0475（72）5981
 E-mail:info@k-tukumo.co.jp
 http://www.k-tukumo.co.jp/
 千葉支店/館山支店/富里支店

“地域社会の新しい環境づくり”

代表取締役 中 嶋 敏 夫

総合建設コンサルタント

ＩＳＯ９００１認証取得　Pマーク認証取得
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自然の香り・伝統の味

創業明治八年

創業明治八年／自然の香り・伝統の味

本店
サンピア店西川園

～お茶・のり・乾物・房総の名産品のことなら～
本店 TEL.0475-52-4107／サンピア店 TE.0475-52-5513

東金市東金1204（本店）／東岩崎8-10サンピア内1F（サンピア店）

木材　新建材　銘木　住宅機器　プレカット　その他　販売及工事

有限会社 サンエス木材
代表取締役   矢 部 慎 一

〒299-3251 千葉県大網白里市大網4765 ☎0475（73）4500㈹  FAX.0475（73）3390

地域の皆様に支えられ  おかげさまで55年
総合建設業 1級建築士事務所  《経済産業省認定工場》

千葉県山武郡九十九里町真亀1007番地1　TEL.0475-76-3203

山武郡市広域水道企業団　給水工事指定工事店 　東金市 指定ガス工事店
九十九里町　排水設備指定工事店・指定ガス工事店

浅岡建設株式会社
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　鈴木輪業
〒283-0003 千葉県東金市道庭 464

TEL.0475-54-3125 FAX.0475-54-2775 

法人会会員証提示で

5％サービス
有限
会社

丸石サイクル

特典
エクステリア設計施工・土木・舗装・ネットフェンス

千葉県知事許可（般-26）第9987号

総合エクステリアセンター

〒283-0005 千葉県東金市田間88番地-1
TEL.0475-52-2334 FAX.0475-54-1489
E-mail:cs@hiramoto-ex.co.jp

株式
会社
有限
会社

建築資材・石材・住宅器機・外柵資材
農業資材・樹木葬霊園

■資材部
　東金市東金193 TEL.0475（52）4141㈹
■本　店
　東金市東金1270 TEL.0475（54）1405㈹
 FAX.0475（52）4143

小川屋石材開発

〈サンピア2F〉
東金市岩崎 8-10

“ 快適な睡眠と健康へのお役立ち ”

☎0475-52-0211

贈り物専門店

谷乃井商事株式会社

http://www.taninoi.com

東金市役所通り723 TEL.0475-54-1407
       〈木曜定休〉      FAX.0475-54-1473
〔式場納入の場合は、持込み料を別途頂戴致します。〕

東金印刷株式会社
〒283-0802 東金市東金405 TEL.0475（52）2859 FAX.0475（52）5514
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体育館付き合宿所

有限会社 早 船
代表取締役　松井　京子

〒283-0104 山武郡九十九里町片貝 6823-1
TEL.0475-76-2021  FAX.0475-76-3632

水回り工事・ガラスサッシ工事
のことなら

有限会社 小髙建材設備
代表取締役 小髙 俊雄

TEL.0475（88）0038　FAX.0475（88）2056
mail:odaka.tosi@gray.plala.or.jp

千葉県山武市椎崎300番地

ダンボール・スチロール・包装資材

とらや包装資材株式会社
代表取締役 阿部倉 建司

本 社・工 場 千葉県山武郡九十九里町片貝2740
〒283-0104 TEL 0475（76）2006㈹
  FAX 0475（76）7441
販　売　部 千葉県山武郡九十九里町片貝2515
〒283-0104 TEL 0475（76）6203

《公立高校制服指定販売》

成東高校・東金高校・松尾高校・東金商業高校
九十九里高校・大網高校

3年間着ていただきたいから自信を持ってお薦めします

〒289-1303 千葉県山武市松ヶ谷口3218-1
TEL.0475（84）0052 FAX.0475（84）0090SUNムシくん

山武市公認キャラクター商品取扱店

学生服の店しのざきしのざき

お    　ぐら　  こう   　じゅ　 えん

小倉宏樹園有限
会社

HPアドレス：http//ogura.hmpg.org
メールアドレス：ogura-koujuen@cpost.plala.or.jp

☎72-1235㈹
℻72-6445

造園・土木・設計・施工・管理
千葉県知事許可（般-25）第30157号

大網白里市南横川1443

千葉県山武市横田 687 番地

有限会社 小関商店
代表取締役   小 関 俊 夫
TEL 0475（89）0174
FAX 0475（89）1453

住宅塗装・リフォーム・防水・看板工事

住まいの
塗り替え
お任せ下さい。千葉県知事許可塗装・防水工事 第8600号

ISO9001:2008 認定取得

横芝光町北清水267

http://www.kaiho-paint.com
☎0479-82-4571
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社団化40周年記念誌発行委員会

平賀　　修
坂本	美代子　　佐久間	良幸
成川　	浩通　　森川　	道義

平成27年10月

東金法人会は、社団化40周年を迎えました。

その間に組織は成長を遂げ、

会員数は増加し業種の幅も広がりました。

この輝かしい繁栄も

先達たちの努力あってのことと思います。

ずっと繋がっている東金法人会、絆の記録。

この先20年、40年とさらに紡いでいくのは、

私たちの使命です。

栄えあれ永久に ！ 東金法人会。
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